
長期経営ビジョン・中期経営計画
Daigasグループは2017年に2030年度を見据えた長期経営ビジョンを策定し、「時代を超えて選ばれ続ける革新的なエネルギー&サービスカンパニー」を目指すとともに、2050年の
カーボンニュートラル実現を目指しています。2024年に公表した「中期経営計画2026」では、2030年は2050年のカーボンニュートラル社会の実現に向けた動きが一層加速し始める
転換ポイントとの認識のもと、社会課題解決に貢献する「ミライ価値の共創」「従業員の輝き向上」「経営基盤の進化」を重点戦略に掲げ、持続可能な社会の実現に貢献し続けるための
目標を設定しました。

中期経営計画2026
「Connecting Ambitious Dreams」

中期経営計画2023
「Creating Value for a Sustainable Future」

企業グループとしての成長

社会課題の解決SDGｓ 達成への貢献

カーボンニュートラルビジョン
エネルギートランジション2030

2030 20402024 - 20262021 - 2023 2050

2030年を超え、これからの時代を歩む
「Daigasグループの志」を新たに掲げる

ミライ価値の
共創

● エネルギーのカーボンニュートラル化
● お客さまと社会のレジリエンス向上
● お客さまの価値観に寄り添う
 先進的で多様なソリューションの共創

従業員の
輝き向上

● 従業員と企業が
 共鳴し高め合う環境づくり

重点戦略
3つの約束

重点取り組み
（ESGマテリアリティ）

経営基盤の
進化

● 健全でしなやかな経営基盤の
 維持・向上

今日の
安心をまもる

未来の
日常をつくる

いま提供する商品や
サービスの安定供給・
普及拡大・高度利用の

実現

環境変化に対応した、
いまはまだ存在しない
ソリューションの
創造・実装

共
創

ステークホルダーの皆さまと脱炭素等の社会課
題解決に向けた価値を生み出す企業グループ

目指す姿

社 会

重点戦略

Ⅰ. ミライ価値の共創
 ● 低・脱炭素社会の実現
 ● Newノーマルに対応した暮らしと
  ビジネスの実現
 ● お客さまと社会のレジリエンス向上

Ⅱ. 企業グループとしてのステージ向上
 ● 事業ポートフォリオ経営の進化
 ● デジタルトランスフォーメーション（DX）
  による業務変革
 ● 従業員一人ひとりの価値の最大化

お客さま 地域・社会

従業員・パートナー 株主・投資家

Daigas
グループの役割

カーボンニュートラルへの
道筋を構築・実装する力が求められ

Daigasグループが
カーボンニュートラルの
社会実装をリードする
プレイヤーとなる

● エネルギーシステムの転換
● エネルギーセキュリティ
 （重要性不変）
● 技術革新

● 価値観の多様化
● 循環型社会の形成
● デジタルシフト
● 人口構造の変化

事業環境

長期ビジョン2030の実現

時代を超えて選ばれ続ける
革新的なエネルギー＆
サービスカンパニーへ

ステークホルダーから信任を獲得し続ける経営
（企業価値の向上、ESGに配慮した経営）
生産性向上に資する働き方改革の推進と

人材育成

「お客さまの期待」「事業の枠」
「企業の枠」を「超える」事業展開

新時代のエネルギーマーケター
としての展開

海外エネルギー事業展開の加速

LBS事業の拡大と新領域の開発

成長投資・M&Aの推進

お客さまの期待を超えるための
イノベーション

カーボン
ニュートラル
社会の実現

4つの
価値創造

お客さま価値
の創造

社会価値
の創造

株主さま価値
の創造

従業員価値
の創造
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